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調査研究実績 

の概要○○○ 

 

１、はじめに 

 リスクコミュニケーション（Risk Communication、以下 RC）とはこれまでの危機的状

況に遭遇した経験による問題意識から自然発生的に生まれたものであり、概念は未だ一

般化しているとは言いきれず、必ずしも確率された方法は存在しないのが現状である。

自然災害に関する RC の例もまだ少ない。 

 本研究では、地域の安全について、ステークホルダがそれぞれの役割を理解しリスク

情報を共有し理解し合うRCに有効なビジュアルやインターフェースについて検討し、そ

の効果を明らかにすることを目的に、特にARアプリにおける洪水対策に有用な要素を明

らかにした。 

 

２、現状の防災ARアプリとその問題点 

 2015年現在において、iPhoneおよびiPad用に無料（一部コンテンツ内課金あり）で公

開されている防災ARアプリ23個を対象に、誰が何のためにそのアプリを提供しているの

か、どようなAR技術と表現が使われているのかを中心に調査を行い、以下２つの問題に

注目した。 

 

① 現状の多くのアプリが予想浸水深の情報や避難所の場所や方向など、データをARによ

って可視化しているところで留まっており、避難時の行動に関する指示をはじめとする

災害知識を得るためのコンテンツはAR機能とは異なるページや階層で解説されているこ

と。 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

この構造により、別々のページやメニューで得た情報および知識を紐付けて理解するこ

とは受け手に委ねられ、多くのユーザにとって具体的な知識の習得やその後の行動に結

びつけにくいことが問題といえる。 

 

② シミュレーションであるにも関わらず、リアリティが必ずしも高くない画像表現の

みが用いられていることである。多くのシミュレーション機能は氾濫水を表すのに実際

とは異なる水色の透過画像を用いている。これは浸水時に水中がどうなっているかを分

かりやすく示すためであると考えられる。しかしながら、実際の水は濁った泥色であ

り、水中の危険個所などが避難者からは分からない難しい状況になることが透過画像で

は伝わらない。これら異なった表現法の防災教育への有効性が明らかになっておらず、

表現として不適切な可能性がある。 

 

３、防災ARアプリに必要な要素 

 先に述べた問題①に対しては、ARを用いて表示するシミュレーション画像とそれに紐

づく災害知識を関連づけて表示する構造にすることで解決を図る。これをARアプリにお

ける洪水対策に有用な要素①とし、実験によってこの要素の効果を検証した。（図１） 

 

 問題②に対しては、シミュレーション画像として現状の多くの防災ARアプリで表示さ

れる水色透過画像の効果および実際の氾濫時に近い泥水画像の効果を明らかにすること

で解決を図る。これをARアプリにおける洪水対策に有用な要素②とし、実験によってこ

の要素の効果を検証した。（図２） 

 

        
 

 

 

 

４、実験による検証 

 18〜24歳の大学生78名を対象に被験者実験を行ったところ、AR画像とそれに紐づく情

報を同一画面へ表示することで内容理解に効果があることがわかった。シミュレーショ

ン画像のリアリティによって内容理解を助ける情報の種類が異なるという仮説において

は、大きな差はみられなかったが、このようなAR画像による比較実験を行った例は見当

たらないため、この実験は有意義であったと考えている。また、水害をイメージしやす

く、今後の災害対策にたいする姿勢や意識の向上に効果があるのはリアリティのある画

像であるといえる。 
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図１ シミュレーション画像と災害知識を関

連づけて表示する効果 

図２ シミュレーション画像のリアリティ効果 


